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令和 ５年 ９月 １日発行

塩 山 東 公 民 館 だ
館長 岩下 洋 TEL
主事 桜井恵子 TEL

「甲州弁で語る武田氏の伝説」
藤巻愛子先生が指導されている「山梨むかしがたり
の会」に依頼しました。この会は甲州弁の民話を多く
の方に楽しんで頂き、未来に継承することを目的に活
動しています。
昔懐かしい甲州弁に耳を傾けながら、山梨の歴史を

振り返って見ましょう。

武田三代、信虎、信玄、勝頼を語ります。

日 時 令和５年９月３０日（土曜日）
午前１０時講演

会 場 塩山東公民館１階ホール
申 込 会場は人数制限で３０名とします。
締 切 ９月２３日(土)
（ただし、２３日以前でも３０名になり次第締め切ります）
申込先は ９時より１７時 主事 桜井恵子まで

TEL.

プログラムの一例

ー武田氏の伝説ー
夢見山 信玄誕生・甲府市

笠 山 信虎の甲斐の統一・甲斐市・甲府市

チャボ石 竜王の信玄堤・甲斐市

善光寺の棟木 甲斐善光寺・甲府市

味噌なめ地蔵 正覚寺門前地蔵・北杜市

おほうとう 郷土食由来

(休憩)
風林火山 信玄死す

おいらん淵 黒川金山・甲州市

芍薬塚 勝頼の御子・笛吹市

三日血川 武田氏の終焉 ・ 甲州市

くろぼっさん 恵林寺三門炎上・平和への祈り・甲州市

出典「武田氏の伝説」藤巻愛子編著 随想舎
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茶 道 入 門 教 室

を 開催しました
7月２１日(金)東公民館のホールで吾 的なことを教えて頂きました。

妻由美子先生のもとに、初めて茶道に触 実際に夏の茶花をかごに生けたり､茶
れる方や少し茶席を経験した方々が集ま 筅の振り方を体験したりしました。
り昨年に引き続き、茶道入門教室を開催 皆さん最初は恐る恐るでしたが、その
しました。 うちに慣れてきて、会話も弾み楽しい一
最初はお茶の飲み方、お茶碗の鑑賞法、 時を過ごしました。

茶花の生け方、お菓子の頂き方等の初歩

床の間への飾り付け↑ お茶の飲み方↑

お茶の点て方を体験↑ 茶花を選ぶ↑ 花籠に生ける↑
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下於曽東延寿会主催「朝顔競作展」開 催 されました

８月８日（火）於曾公園にて、「朝顔 特に色艶、葉の茂り具合、虫食いのない

競作展」が開催されました。 美しい朝顔の優秀作品５点が選出されま

この競作展は３０年以上にわたって した。

地域の皆さんが、毎年、丹精込めて完 優秀作品には９０歳を超えた方々が選

成させ、競い合ってきました。 出されたのはご努力の賜物と敬服せざる

５０点以上の見事な朝顔のなかから、 を得ません。

藤棚の下で朝顔競作展 ↑ 優秀作品↑ 審査中↑

審査待ち↑ 審査後の作品↑
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食育改善委員の皆様のご活躍
小中学生が夏休みに入って直ぐ、早速子供た ープ」等をつくり、おかわりをした子供もい

ちを交えて、下東区と下萩原区の食改さん達が たそうです。
それぞれ昼食会を開催しました。 どれも簡単に作れて、彩りもよく、美味し
「簡単鮭フレーズのおにぎり」、「ふっくらこ かったそうです。

ふき芋」、「カリコリサラダ」、「とろとろ中華ス

お食事の後お掃除をしてみんなで写真を撮りました

俳句教室（塩寿会）の皆様の作品

め 七 七 荒 今 軒 七 向 短
く 夕 夕 梅 朝 先 夕 日 冊
ら や や 雨 取 を に 葵 に
れ は 星 や り 飾 癒 の 園
ぬ し に 倒 し る や 空 児
ま ゃ 願 れ 初 七 し 押 の
ま ぐ い し 茄 夕 を し 願
の 友 の 野 子 母 願 上 ひ
日 と 未 菜 一 の う げ 星
め の 来 起 個 影 八 て 祭
く 古 の き つ 十 咲
り 写 子 上 や 路 き
走 真 が つ の ほ
り り や 身 こ
梅 と り
雨

三 小 小 河 吉 中 内 沢 常
枝 沢 池 村 田 村 田 登 泉

ひ
茂 一 幸 さ 功 朗 昌 仁
男 恵 子 子 子 操 子 弘 志
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